
《各委員からのご意見について》 

【１章】P４ 

（１）委員よりいただいた意見を参考に修正いただきました。 

 

【３章】P７～P９ 

《１項 「ともに学び、ともに育つ」教育の理念について》 

（２）複数の委員よりいただいた意見を参考に修正いただきました。 

 

《２項 枚方市の独自の少人数学級編制の制度(ダブルカウント)は継続》 

(３)委員より頂いた文言そのままではありませんが、参考に修正変更をいただきました。 

（４）ダブルカウントの拡大の必要性については、前回の審議会で一定のご意見もいただきましたが、これまでの審議会の中

では「継続」についての議論が中心にされてきておりましたので、審議会として答申に内容には、「継続」といった形で記

載させていただきます。 

《３項 障害者の権利に関する条約、障害の社会モデルと人権モデル》 

（５）委員よりいただいた意見を参考に修正いただきました。 

 

【４章】P１０～P１２ 

《１項 特別な教育的ニーズの広がりとその多様性》 

（６）複数の委員よりいただいた意見を参考に修正いただきました。 

 

《２項 就学相談・相談体制》 

（７）前回の議論をふまえ、文科省の部分は四角で囲んでいます。 

（８）委員の意見をふまえ、以下２点を変更いただきました。 

    なお、ここでいただいた意見は、５章（１）安心できる環境づくり にも関連すると思いましたので、そちらも修正頂きました。 

 前段部分 

【変更前】 

枚方市においては、次の内容に留意しながら、就学に関する事前の相談・支援を実施し、本人の特性や生活環境、得意・不

得意等を鑑み、就学先を柔軟に考えていくことを提言いたします。 

【変更後】 

枚方市においては、障害を持った子どもも「地域の学校でともに育つ」考え方を大切にして就学相談が実施されてきました。 

審議会としては、引き続きこの考え方のもと、さらには次の内容に留意しながら、就学に関する事前の相談・支援を実施し、本

人の特性や生活環境、得意・不得意等を鑑み、就学先を柔軟に考えていくことが必要であると考えます。 

早期の情報提供と周知の項目部分 

【変更前】 

市のホームページや関係機関を通して、早期からの就学までのながれや就学先の決定の仕組み等、就学相談・支援に関す

る情報を本人や保護者に対して広く周知すること。 

【変更後】 

市のホームページや関係機関を通して、就学までのながれや就学先の決定の仕組み等、就学相談・支援に関する情報を就

学前の教育諸機関及び医療・相談機関などと十分に連携をとりながら、本人や保護者に対して早期にかつ広く周知すること。 



（９）委員の意見をふまえ、「本人の希望はもちろん」を追加させていただきました。 

 

《３項 教育支援ソフトの導入による「支援の質の向上」》 

（１０）委員の意見をふまえ、最後に以下の文を追記させていただきました。 

【追記】 

 一方で、教育支援ソフトに頼りきりにならず、実際に子どもたちに関わる教員の「感覚・経験」を大切にし、子ども一人一人の

個性を見ることも忘れてはなりません。 

（１１）委員の意見をふまえ、以下の文を削除していただきました。 

【削除】 

 これにより、枚方市の「ともに学び、ともに育つ」教育理念の具体化が、より現実的かつ持続可能な取組になっていくと審議

会では考えます。 

 

《４項 個別の教育支援計画及び個別の指導計画》 

（１２） 基本的な部分は別冊へ移動していただきました。 

（１３） 複数の委員の意見をふまえ文言修正いただきました。 

 

《５項 在籍児童・生徒の通級指導教室利用及び途中入級に向けた相談》 

（１４） 複数の委員よりご意見をいただき、以下のように修正いただきました。なお、文科省から指摘をされる前から枚方の先

生方の中にも課題として捉えていた方々おられるので、そのままの記載にさせていただいています。 

【変更前】 

一方で、利用の開始や途中入級にあたり診断書を必要としていないため、専門家の判断が得られず学びの場として適

切となっているかの判断が難しかったり、通常の学級での困難さからアセスメントを経ずに入級につながったり、また、支

援学級在籍・通級指導教室利用について、保護者への説明が十分ではなかったり、本人と保護者の合意形成がとられ

ていない場合もありました。 

【変更後】 

しかしながら、通常の学級での困難さ、とりわけ国語や算数を中心とした学習指導の困難さから、入級につながったり、

また、支援学級在籍・通級指導教室利用について、保護者への説明が十分ではなかったり、本人と保護者の合意形成

がとられていない場合もありました。 

 

（１５） 教育委員会が作成したリーフレットについては、本審議会にて紹介させていただいただけで議論はされていないため、

リーフレットに関する内容は答申から全て削除していただきました。 

（１６） 委員の意見をふまえ文言修正いただきました。以後同様です。 

（１７） 委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

通級指導教室の利用や入級をする場合には、障害等に応じて「特別の教育課程を編成し、自立活動とともに、支援学級

で何時間、どのような指導を行うのかなどの支援指導の内容について合意形成を図ることを明確にし 

【修正後】通級指導教室の利用開始時や途中入級時には特別の教育課程を編成し、自立活動とともに、どのような指導を行

うのかなどの支援・指導の内容について合意形成を図ることを明確にし、 

 

 

 

 

 



《6項 学びの場の移行の在り方》 

（１８） 「⑤移行後の支援体制」に関して、委員の意見をふまえ以下のように文言修正いただきました。 

 【修正前】 

  引継ぎの会議や見学、交流の機会を設けます。 

【修正後】 

 教職員による引き継ぎの会議や児童生徒見守りの機会、教職員間の情報共有の時間を設けることが必要です。 

 

5章 P１３～P１４ 

《前談部分》 

（１９） 委員の意見をふまえ修正いただきました。 

 

《１項 安心できる環境づくり》 

（２０） 委員より、特別支援教室構想の件でいただいた意見に関して、こちらの方に追記していただきました。 

（２１） （８）でお伝えしたように、委員の意見をふまえ追記していただきました。 

 

《2項 仲間とともに、いきいきと学ぶ授業づくり》 

（２２） 委員の意見を参考に追記していただきました。 

 

《6項 合理的配慮と個別最適な学びと支援の実現》 

（２３）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

合理的配慮や基礎的環境整備の実践事例や具体例を事例集等にして市全体で共有していく。 

【修正後】 

合理的配慮については、教職員や保護者の中でも適切に理解が深まっていないと感じられるケースもあることから、合理的配

慮や基礎的環境整備の実践事例や具体例を事例集等にして市全体で共有できるような仕組みが必要であると考える。 

 

《７項 教職員の実践交流、研修体制の構築》 

（２４） 委員意見をふまえ、項を追加していただきました。 

 

《8項 「個別の指導計画」の活用》 

（２５） 委員の意見をふまえ追記していただきました。 

 

6章 P１５ 

文科省関連の資料は、大半を別冊に、一部別枠にしていただきました。 

《2項 自立活動について》 

（２６）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

自立活動の時間に「自分にとって必要な合理的配慮は何だろう。」ということを学ぶことも非常に大切だと考えます。少なくとも

小学校高学年や中学校に入った段階では、「自分にとって必要な合理的配慮」について知っておく必要があると考えます。  

【修正後】 

自立活動の時間に「嫌なことや困っていること、自身で取組むことができることを表明する力。」「自分にとって必要な合理的



配慮は何だろう。」ということを学ぶことも非常に大切だと考えます。少なくとも小学校高学年や中学校に入った段階では、「意

思表明の力」を身についていたり、「自分にとって必要な合理的配慮」について知ってたりする必要があると考えます。 

なお、「合理的配慮は、本人の困難に応じて、周りが考えたり用意すること、または一緒に考えること」とのご意見も 

（２７）複数の委員の意見をふまえ以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

自立活動は将来の自分自身の自立に向けた取り組みということ。これを小学校の早い段階から意識し行われていくこと 

【修正後】 

自立活動は将来の自分自身の自立に向けた取り組みということ。これを早い段階から意識し行われていくこと 

 

《3項 枚方市における通級指導教室の状況》 

委員の意見をふまえ、この項にある「適切」の文言は全て削除いただきました 

（２８）委員の意見をふまえ修正いただきました。 

【修正前】 

枚方市は、1993 年(平成５年)に国が通級指導教室を制度化する前から、「ことばの教室」「きこえの教室」といった形

をとりながら専門的な知識を持つ教職員により、個別の教育的ニーズ、障害の状況に応じた指導を大切にしてきました。 

【修正後】 

枚方市は、1993 年(平成５年)に国が通級指導教室を制度化する前から、地域の学校でどの子もともに育つことがで

きるように、「ことばの教室」「きこえの教室」といった形をとりながら専門的な知識を持つ教職員により、障害をもった子

どもたちも地域で過ごすことができるように、個別の教育的ニーズ、特性や困り感の状況に応じた指導を大切にしてきま

した。 

（２９）委員の意見をふまえ修正いただきました。 

【修正前】 

通級指導教室は多様な学びの場の連続性を保つてだてとなり、「ともに学びともに育つ」理念を体現するために必要な

ものとしても捉え、 

【修正後】 

通級指導教室は多様な学びの場の連続性を保つてだてとなり 

（３０）委員の意見をふまえ修正いただきました。 

【変更前】 

障害による学習上又は生活上の困難を改善、克服のための指導を行えていない学校もある 

【変更後】 

単なる学習の補充が行われ、自立活動を行えていない学校もある 

（３１）委員の意見をふまえ以下のように修正いただきました。 

【変更前】 

適切な学びの場の選択と適切な自立活動の実施が大切であると考えます。 

【変更後】 

個の教育的ニーズ応える適切な学びの場と適切な自立活動の実施ができるように整備することが大切であると考えます。 

(ともに学びともに育つを推進していますが、現在の通級指導教室の状況として記載しています。) 

 

 

 

 

 

 



7章 P１６ 

・文科省の部分は別冊及び一部別枠にさせていただきました。 

・前回の菅委員の意見をふまえ、枚方市における内容を中心に記載させていただきました。 

 

《2項 枚方市における支援学級の状況》 

（３２）複数の委員に頂いた意見をふまえ以下の文言を削除いただきました。 

【削除】 

 支援なき後にも 

（３３）委員の意見をふまえ、修正いただきました。 

【修正前】 

支援学級を利用する児童・生徒は年々増え続けています。そういったなかでも、個別の教育支援計画、個別の指導計

画とリンクした個に応じた支援、個の教育的ニーズに応じた学びの内容の実施、自分が必要な自立活動を選択すること

ができる環境を設定しながら指導支援を行っています。  

しかしながら、保護者や通常の学級担任からの学習面のつまずきに対する入級の提案があったり、通常の学級におけ

る基礎的環境整備と合理的配慮の実施により、ともに学ぶことができる子どもたちもいたりするのではないかといったこ

とや、4.27 通知を受け単に支援学級での指導時間数により支援学級の利用の可否、決定をするといった状況が生じ

てしまいました。 

【修正後】 

そして、個別の教育支援計画、個別の指導計画とリンクした個に応じた支援、個の教育的ニーズに応じた学びの内容

の実施、子どもが必要な自立活動を選択することができる環境を設定しながら指導・支援を行っています。  

しかしながら、保護者や通常の学級担任からの学習面のつまずきが見られた際に、適切なアセスメントを経ず入級の

提案がされたケースがあったことや、現在支援学級に在籍している子どもたちについても、通常の学級における基礎的

環境整備と合理的配慮の実施により、通常の学級でともに学ぶことができる可能性がある状況があり、枚方市では支

援学級を利用する児童・生徒は増え続けていることに加え、4.27 通知により、支援学級での指導時間数により支援学

級の利用の可否、決定を迫られるといった状況が生じてしまいました。 

 

（３４）委員の意見をふまえ以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

通常の学級と交流及び共同学習の時間数 

【修正後】 

通常の学級での学習の時間数 

 

（３５）複数の委員の意見をふまえ以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

文部科学省の通達等では具体的な時間数の目安として週時程の半分程度や「週 15 時間程度」と示されていますが、これ

はあくまで一例であり、個々の児童生徒の実態に応じて適切に設定することが重要としています。 

【修正後】 

文部科学省の通知等では具体的な時間数の目安として週の半分以上や「週 15 時間以上」と示されていますが、これはあく

まで一例です。個々の児童生徒の実態に応じて設定することが重要であるとともに、個別の教育的ニーズに応じて、週 15 時

間以上、支援学級で過ごすことがあっても、その子どもの本来の居場所は、通常の学級であり、教職員はこの子どもを含めた

すべての子どもたちの「つながり」を大切にした学級経営や授業づくりを行うことが重要です。 

 



（３６）委員の意見をふまえ、以下の文を削除いただきました。 

【削除】 

なお、通常の学級から支援学級に就学するにあたっては、枚方市教育委員が参考となるリーフレットを発行しております。 

（３７）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

適切な自立活動  適切な学習支援 

【修正後】 

自立活動        学習支援 

（３８）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

身につけた力を通常の学級で発揮できるため 

【修正後】 

支援学級で身につけた力を通常の学級で発揮できるための 

 

 

 

 

 

8章 P１７～P１８ 

《1項 子どもたちの「自立(社会的自立)に向けて周りの大人が大切にしたい視点」》 

委員の意見をふまえ、項の名前を変更しています。 

また、「進学、進路」が社会的自立ではない。といった意見も委員よりいただきましたので、そういた観点の本章の記載内容を

修正いただいております。 

 なお、修正内容は答申(案)の P1７～P１８の赤いマーカー部分になります。 

 

（４１）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました 

【修正前】 

成長を喜び合える環境を築くことが大切です。 

【修正後】 

教職員がともに子どもの成長を喜び合える環境を築くことが大切です。 

（４２）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

広い視点を教師だけではなく周りの大人が持って 

【修正後】 

広い視点を持つ 

 

《3項 校内支援委員会の役割（自立(社会的自立)を視点として）》 

（４３）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

校長・教頭、支援教育コーディネーター（中心的役割）、学年主任、担任教員、養護教諭 

【修正後】 

校長・教頭、支援教育コーディネーター（中心的役割）、学年主任、通常の学級担任や支援担任教員、養護教諭 



（４４）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

校内支援委員会としての重要な役割として明確に位置付けたいことは、学びの場の変更・調整等の検討・協議する場と

しての役割です。 

【修正後】 

校内支援委員会としての重要な役割として明確に位置付けたいことは、学びの場の（最終的な決定機関ではなく、）変

更・調整等を検討・協議する場であることです。 

（４５）複数の委員の意見をふまえ、修正いただきました。 

【修正前】 

本人・保護者の声を反映しながら、ふさわしい学びの場 

【修正後】 

本人・保護者の声を最大限尊重しながら、教育的ニーズに応じた学びの場 

 

９章 P１９～P２１ 

《1項 本人と保護者を対象とした就学前の学校見学》 

（４６） 委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

保護者を対象とした就学前の学校見学 

【修正後】 

本人と保護者を対象とした就学前の学校見学 

（４７）委員の意見をふまえ、以下の文を追記いただきました。 

【追記】 

枚方市では、「ともに学び、ともに育つ」の理念のもと、「どの子も地域の学校で育つ」考え方を大切しています。 

（４８）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

保護者が納得して選ぶ 

【修正後】 

本人、保護者が就学先を選定する 

《3項 療育機関との情報共有の必要性とあり方》 

（４９）委員の意見をふまえ、以下のように修正いただきました。 

【修正前】 

 ②支援の重複や食い違いを防ぐ 

【修正後】 

 ②支援を補完しあう 

※「重複」を削除しています。 

（５０）委員の意見をふまえ、以下の文言を削除いただきました。 

【削除】 

 連絡帳やノートを通じた日々の情報交換 

(５１)委員の意見をふまえ、以下の文言を追記いただきました。 

【追記】 

 心の教室相談員 

 

10章「特別支援教室構想について」 後程みなさんで確認をさせていただきます。 


